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生徒が積極的に実験に参加できる新しい授業実践
－タブレットＰＣの活用－
藤 澤 隆 次
１．はじめに
本校の生徒の実態として、理科実験に興味や関心
が高く、積極的に取り組む姿勢が見られる一方で、
プリントや実験手順、実験前に口頭で説明する注意
事項を十分理解せずに行っている姿が見られるよう
になった。実験は本来、生徒の興味・関心を高め、
学習効果を向上させる手段となる。その実験で操作
ミスしたり、観察事項を見逃したりすることは、失
敗したことが印象に残ったり、データを改ざんした
りすることにつながり、本来の目的を果たせなくな
ってしまう。
「アクティブ・ラーニング」は「主体的・対話的で
深い学び」1)と文部科学省では定義している。そし
て、「『アクティブ・ラーニング』は、形式的に対
話型を取り入れた授業や特定の指導の型を目指した
技術の改善にとどまるものではなく、子供たちの質
の高い深い学びを引き出すことを意図するものであ
り・・・」２）とあるように、「アクティブ・ラーニ
ング」に特定の型があるわけではない。
では、「アクティブ・ラーニング」のねらいは、
どこにあるのか。「アクティブ・ラーニング」の定
義にある「主体的な学び」「対話的な学び」「深い
学び」について、筆者が今までに実践してきたこと
や考えをまとめてみた。
①「主体的な学び」
・問題意識を刺激するような課題設定や教材提示
・日常の現象や自分自身を結びつけるような場面
設定
②「対話的な学び」
・生徒個々が思考する時間の保証
・学び合いや教え合いが進む環境の整備：あえて
役割分担を指定しない
・自分の考えや班の意見を見える化する：タブレ
ットの活用
③「深い学び」
・探究意欲が湧くような教材や教具の提示、教師
による働きかけ
・探究意欲をサポートする体制：危険がなけれ
ば、子どもたちがもつ力を信じてやらせてみる
・探究活動を保証するための学習環境の整備
「主体的な学び」や「対話的な学び」を進めるた
めには、「どうして？」という生徒の知的好奇心を
くすぐるような課題設定と「やってみたい」「知り
たい」を引き出す教材選びを行うこと、そして「深
い学び」へとつなげるためには、子どもたちが自ら
「思考」し、「試行錯誤」するような教師の声かけ
や投げかけることが不可欠なのだろう。このような
視点が「アクティブ・ラーニング」を視野に入れた
授業を目指すには必要だと考える。
アクティブ・ラーニングの技法としては「話合
い」、「教え合い」、「問題解決」、「図解技法」、「文
章の作成」、「振り返り」等が挙げられる３）。
これらの状況をふまえ、１人１台タブレットを所
有する本校の教育環境から、科学的な思考力・表現
力を育成する理科授業において協調学習を機能させ
るために、タブレットを視聴覚ツールとして用いる
とともに、「教え合いの技法」のなかでよく見られ
る知識構成型ジグソー法による授業実践を行った。
２．科学的な思考力・表現力の育成について
(1) 理科の教科目標
「中学校学習指導要領解説【理科編】」では教科
の目標を「自然の事物・現象に進んでかかわり、目
的意識をもって観察、実験などを行い、科学的に探
究する能力の基礎と態度を育てるとともに自然の事
物・現象についての理解を深め、科学的な見方や考
え方を養う」としている。そして、この目標を達成
するために、第３章では「十分な観察や実験の時間、
課題解決のために探究する時間などを設けるように
すること」を配慮事項の１つとしている。
科学的な思考力・表現力を育成するためには、観
察や実験を行う時間だけでなく、「結果を分析し解
釈する」「科学的な概念を使用して考えたり説明し
たりする」時間を十分に確保することも大切である。
限られた短い時間の中ではじっくり思考できず、表
現を推敲することもできない。自分の力で課題に対
する結論に至れなかったことで、思考したり表現し
たりすることに苦手意識をもってしまう生徒もいる
のではないだろうか。
(2) 言語活動の充実
中央教育審議会は平成20年「幼稚園、小学校、中
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学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等
の改善について」（答申）において、思考力・判断
力・表現力等を育むためには知識・技能を活用する
学習活動を各教科で行い、言語の能力を高める必要
があると述べている。
また、「言語活動の充実に関する指導事例集～思
考力、判断力、表現力等の育成に向けて～【中学校
版】」において、各教科等で論理や思考といった知
的活動を行う際、次のような言語活動を充実すると
している。
○事実等を正確に理解し、他者に的確にわかりやす
く伝えること
○事実等を解釈するとともに、考えを伝え合うこと
で、自分の考えや集団の考えを発展させること
これらについて理科では、観察や実験の結果を分
析し解釈する学習活動や、科学的な概念を使用して
考えたり説明したりするなどの学習活動の充実を求
めている。具体的にはレポートの作成や発表、討論
など知識及び技能を活用する学習活動である。
しかし、これらの学習活動では、「書けない」「で
きない」など、苦手意識をもった生徒が多く見受け
られる。そのような生徒にとっても充実した活動と
なるためには、十分な手だてを検討しなければなら
ない。
(3) タブレットＰＣの活用
タブレットＰＣを用いて、実験を撮影することで、
自分たちが行った実験の過程を画面で振り返ること
ができる。また、画面を共有しながら話し合うこと
で実験の目的を理解することができる。
タブレットＰＣの教育的効果および上記(1)、(2)
に述べたことから、科学的な思考力・表現力の育成
を図るために、タブレットＰＣの活用を「実験を撮
影して、観察・実験の結果を整理し考察する場面」
とし、レポートの作成や話し合い、発表などの場面
で言語活動の充実を図ることとした。
３．ジグソー法について
ジグソー法とは、アメリカの心理学者であるアロ
ンソンによって提唱された協調学習の形態の一つで
あり、人種間の協調関係を深めることを主に目指し
たものである。そして三宅ら４）は、協調学習を機能
させる授業形態として知識構成型ジグソー法を提案
している。知識構成型ジグソー法の学習活動の流れ
は、５つのステップからなっている。
(1) 教員が学習内容に関する問い（課題）を設定す
る。
(2) 授業の柱となる問い（課題）の答えを出すため
の部品となる資料を準備する。
(3) 同じ資料を読んで、学習するグループを作り、
他のグループの人に説明する活動（エキスパート
活動）に取り組む。
(4) 異なる資料を読んで、学習した生徒を１人ずつ
組み合わせて、新しいグループをつくり、担当し
た資料を互いに説明し合い、最初の問い（課題）
に対する答えを出す活動（ジグソー活動）に取り
組む。
(5) 資料をまとめて答えが出たら、クラス全体に発
表し、互いの答えとその根拠を検討する活動に取
り組む。
図１ 知識構成型ジグソー法のイメージ５）
４．授業の実際
中学校１年生：身の回りの物質「プラスチック」
の分野にて授業実践を行った。
(1) 本時のねらい
日常生活で広く使われているペットボトルを使っ
て、その性質を調べ、プラスチックにはそれぞれに
適した用途があることに気づかせる授業を行う。プ
ラスチックの性質と用途、便利さや手軽さだけでな
く、資源とリサイクルの関係など、環境への意識も
高めさせる。
(2) 本時の展開
時配 学習内容と活動 留意点（○）および評価（◆）
５ ○既習事項の確認をする。 ○本時の学習内容に関わる知識を復習する。
20 ○本時の課題を提示する。
○プラスチックの性質に関する課題に取り組む。
・ジグソー法を取り入れ、プラスチックの性質に
関する４種類の実験Ａ～Ｄを班内で分担する。
【課題】飲み終えたペットボトル飲料はなぜ分別して捨てたほうがよいのか？
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【実験Ａ】燃え方の違いを調べる。 ○同じ課題を取り組む生徒で実験班を新たに８班
【実験Ｂ】柔軟性（やわらかさ）、しわの色、硬 に編成する。
さを調べる。 ○燃やす時は、換気をする。
【実験Ｃ】密度を調べる。（水、アルコール、食 ○実験の様子をタブレットで撮影する。
塩水に入れて、浮くか沈むかを調べ
る。）
【実験Ｄ】耐薬品性（アセトン）、耐熱性、導電
性を調べる。
・同じ実験班の班員と相談しながら、各自が通常
の班員に実験を説明できるようにワークシート ○つまずいている生徒にヒントを出し、思考を促
へ記入する。 す。
◆プラスチックの性質について興味を持ち、進ん
で実験を行っているか。（自然事象への関心･意
欲･態度）【観察】
○通常の班に戻り、各自が演示実験を行い、現象 ○タブレットを活用して他者に説明する。
とその根拠を班員に伝えあう。 ◆自分の考えを明確に示したり、他者の考えを受
○自分が担当しなかった実験も、班員の説明を聞 け入れたりすることができたか。（科学的な思考
きながら考える。 ・表現）【観察・ワークシート】
20 ○プラスチックに共通する性質と共通しない性質 ○本時のはじめの課題は、４つの実験（実験Ａ～
を、実験の結果から考え、ワークシートに記入 Ｄ）で得た知識を組み合わせると説明できるこ
する。 とを再度促し、ワークシートに図示するように
○本時の課題である、飲み終えたペットボトル飲 指示する。
料を分別したほうが良い理由を考えて、ワーク
シートに記入する。
○発表する。
○学習記録カードを用いて、本時の学習を振り返 ○客観的に学習を振り返られるように、学習記録
る。 カードに記入するように促す。
○本時のワークシートを回収する。
◆プラスチックに共通の性質と共通しない性質に
ついて説明できるか（自然事象についての知識･
理解）【ワークシート】
写真１ エキスパート活動の様子
（実験の様子をタブレットで撮影している）
(3) 話し合い活動の分析
自分の担当した実験の結果報告を行う場面では、
実験をしていない班員に伝わるよう、実験の経過や
様子を根気よく説明する生徒の姿が見られた。例え
ば、プラスチックでは、「黄色のプラスチックが一
番燃え上がって、すすがものすごい勢いで降ってき
た」や、「無色のプラスチックがくるくるに曲がっ
たため、耐熱性は×と記入しました」など、結果を
伝えるだけでなく、その結果となった実験の様子を
説明する姿が見られた。また、自分の担当していな
い実験の結果を聞く際、教科書で密度を調べたり、
どんな様子だったのか質問するなど、性質を知るた
めに自ら働きかけている場面が見られた。授業の柱
となる課題を話し合う場面では、班員同士で根拠と
なる事柄を補い合いながら、共通する一つの結論を
完成させる姿が見られた。
プラスチックにおける、「飲み終えたペットボト
ル飲料を分別したほうが良い理由は何でしょう」と
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いう課題に対して、「柔らかさがちがうから」、「プ
ラスチックによって燃え方や熱に対する反応が異な
るから、混ぜると危険だから」、「複数の種類が混
ざると、それぞれ性質が異なるからリサイクルでき
なくなるから」等の意見を寄せ集め、最終的に、「プ
ラスチックによって、熱に対する反応の違いや燃え
方等の性質に違いがあるため、種類ごとに集めた方
が、リサイクルしやすいから」という結論を導き出
すことができていた。
話し合い活動の分析からは、自分が行った実験の
結果を報告する際、班員にわかりやすく説明しよう
とし、実験の根拠を示した話し合いが展開されたこ
とや、相手の説明がわかりにくい時は、聞き役が自
ら質問を重ねて理解していたことなど、生徒同士が
話し合って、結果や結論を共有したことがわかり、
知識構造型ジグソー法が機能した学習が行われてい
たといえる。これにより、授業となる課題を解決す
ることができており、生徒相互の科学的な思考力や
表現力の向上につながったことがわかる。
図２ 本時のワークシート
４．研究のまとめと今後の課題
新しい授業形態を取り入れることにより、生徒は
従来の講義中心型の授業に比べ、授業への興味・関
心がより高まり、意欲的に取り組む等の変容が見ら
れた。今回の実践で、課題を分担したことで生徒一
人ひとりの責任が明確になり、問題意識をもって主
体的に問題解決に取り組む生徒が増えた。これまで、
観察・実験を他人に任せてしまう生徒も、実験に積
極的に取り組み、ジグソー活動の話し合いでも自分
の実験結果を伝え、主体性の高まりが見られた。エ
キスパート活動時にタブレットを用いて実験の様子
を撮影することで、ジグソー活動時に他者への説明
をしやすくさせた。この工夫によって、日頃から他
者に対する説明を苦手とする生徒も意欲的に取り組
むことができた。また、生徒の主体的、協働的に探
究する意欲を高めるとともに、思考力、表現力を高
めることに有効であったと考えられる。
しかしながら、すべての授業にこれらの手法を用
いて授業を展開することは難しい。さらに、知識構
成型ジグソー法を活用した授業を行うにあたって、
問い（課題）や発問内容を精選するとともに、その
授業の最後に求める答えの要素は何なのか、あらか
じめ充分に検討しなければならない。そのため、問
い（課題）の設定や資料となる教材の作成に時間が
かかり、よりよい授業実践を行うためにはさらなる
工夫が必要である。
５．付記
本研究は、公益財団法人中谷医工計測技術振興財
団から助成を受けています。
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